
学科名 学年

薬業科 ２学年

4 第1編　生物の特徴 第1節　生物の多様性と共通性 ◎ ○ ◎
第１章　生物の特徴

5 第2節　エネルギーと代謝 ◎ ○ ○

中間考査

第3節　呼吸と光合成 ○ ◎ ○

6 ◎ ○ ○

期末考査

7
第2章　遺伝子とそのはたらき 第1節　遺伝情報とDNA ○ ○ ◎

8

課題テ

9 第2章　遺伝子とそのはたらき 第1節　遺伝情報とDNA ○ ◎ ○

10 第2節　遺伝情報の複製と分配 ○ ◎ ○

中間考査

第3節　遺伝情報の発現 ◎ ◎ ○

11 ○ ◎ ○

期末考査

12
12 第3章　ヒトの体内環境の維持 第1節　体内での情報伝達と調節 ◎ ○ ◎

1 ◎ ○ ◎

2 ◎ ○ ◎

学年末考査

3 第2節　体内環境の維持のしくみ ◎ ○ ○

・体内での情報伝達が、からだ
の状態の調節に関係しているこ
とを理解している。

・ワーク

・小テスト

・ヒトの主要なホルモンとそのは
たらきについて理解している。

・ヒトの主要なホルモンについ
て、内分泌腺と主なはたらきを
関連づけて説明することができ
る。

・自律神経系と内分泌系のから
だの調節について、実体験や自
身の生活に関連づけて学習しよ
うとしている。

・ノート
・小テスト

・DNAの遺伝情報をもとにタンパ
ク質が合成される、転写・翻訳の
過程を理解している。

・DNAの塩基配列と対応するアミ
ノ酸配列を示した資料に基づい
て、塩基配列とアミノ酸配列との
関係を見いだすことができる。

・遺伝情報の発現に関心をも
ち、主体的に学習に取り組め
る。

・分化した細胞では、細胞ごとに
異なる遺伝子が発現しているこ
とを理解している。

・コドンが塩基3個の配列で20個
のアミノ酸を指定している理由に
ついて考え、説明することができ
る。

・ヒトゲノム計画の概要やその意
義について調べ、レポートにまと
めることができる。

・顕微鏡の取扱い方を理解して
いる。
・多様な生物の共通性を理解し
ている。
・真核生物と原核生物のそれぞ
れの細胞構造を理解している。

・ノート

・顕微鏡の仕組みや使い方を意
欲的に学ぼうとしている。
・生物の多様性と共通性から進
化の過程に興味を持って、生物
を観察することができる。

・さまざまな哺乳類の比較に基
づいて、生物が生息環境に適し
た形態や機能をもっていることに
気づき、説明できる。
・細胞構造の共通点と違いを見
いだし、説明することができる。

・ワーク ・リードLightノート生物基礎
・ノート

・ワーク ・リードLightノート生物基礎

・実験テキスト
・小テスト

思
 

考
 

判
 

断
・
表
 

現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

理科 生物基礎 2 生物基礎（数研出版）

教科 科目 単位数 教科書

知
　
識
　
･
　
技
　
能

科目の目標

　生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象について理解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
（2） 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
（3） 生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

月・考査等 単元名 指導内容
評価規準

評価方法 補助教材 指導上の改善点など
知識･技能　【知］ 思考･判断･表現　【思】 主体的に学習に取り組む態度　【態】

・ワーク
・リードLightノート生物基礎・ノート

・生命活動にはエネルギーが必
要であり、それはATPの形で供
給されていることを理解してい
る。

・ATPが生命活動にエネルギー
を供給するしくみについて説明
することができる。
・動物や植物のエネルギーの獲
得方法を説明することができる。

・動物や植物を参考に、菌類や
細菌がどのようにエネルギーを
獲得しているかを意欲的に調べ
ることができる。 ・小テスト

・ワーク ・リードLightノート生物基礎
・ノート ・実験テキスト

・小テスト

・小テスト
・実験レポート

・小テスト
・実験レポート

・ノート ・実験テキスト

・小テスト

・ノート
・小テスト

・ワーク ・リードLightノート生物基礎

・ワーク ・リードLightノート生物基礎

・ノート
・小テスト

・リードLightノート生物基礎

・ノート

・実験レポート

・運動の前後での心臓の拍動の
変化において、交感神経や副交
感神経がそれぞれどのようには
たらいていたかを考え説明する
ことができる。

・ワーク ・リードLightノート生物基礎
・ノート

・自律神経系と内分泌系のから
だの調節について、実体験や自
身の生活に関連づけて学習しよ
うとしている。

・ノート

・ワーク ・リードLightノート生物基礎

・小テスト

・自律神経系と内分泌系が、か
らだを調節するしくみを理解して
いる。

・ワーク ・リードLightノート生物基礎

・チロキシンの例に、フィードバッ
クがはたらかなくなった場合、ど
のようなことが起こるかを考え、
説明することができる。

・自律神経系と内分泌系のから
だの調節について、実体験や自
身の生活に関連づけて学習しよ
うとしている。

・呼吸・光合成の過程でATPが
合成されることを理解している。

・呼吸や光合成がどの細胞小器
官内でどのように行われている
かを説明することができる。

・呼吸と光合成の仕組みに関心
をもち、主体的に学習に取り組
める。

・DNAの構造および塩基の相補
性を理解している。

・DNAの構造を示した模式図に
基づいて、塩基の相補性などの
DNAの構造の特徴を見いだすこ
とができる。
・偉人たちの研究結果から適切
な考察を導き出すことができる。

・DNAの塩基配列が遺伝情報と
なっていることに関心をもち、主
体的に学習に取り組める。

・遺伝子の本体がDNAであるこ
とを理解している。

・DNAに関心を持ち、主体的に
実験に参加し、結果をまとめよう
としている。

・血液濃度の調節における肝臓
と膵臓のはたらきについて理解
している。
・血液凝固の仕組みを理解して
いる。

・血液凝固のはたらきについて
理解し、説明することができる。

・自律神経系と内分泌系のから
だの調節について、実体験や自
身の生活に関連づけて学習しよ
うとしている。

・実験テキスト

・ワーク ・リードLightノート生物基礎

・小テスト

・ノート

・酵素の触媒作用と基質特異性
について理解している。
・生体内の化学反応が、酵素の
はたらきによって進行しているこ
とを理解している。

・酵素の特徴を無機物触媒との
違いに着目して説明することが
できる。

・酵素のはたらきに関心をもち、
自分の体内でおきている反応に
ついて理解しようとしている。

・DNAが半保存的複製という方
法によって正確に複製されるこ
とを理解している。
・細胞周期の進行に伴って、
DNAが複製され、分配されること
を理解している。

・複製前後のDNAの模式図を比
較し、DNAの正確な複製には塩
基の相補性が利用されているこ
とに気づき、説明できる。
・細胞当たりのDNA量と細胞数
の関係のグラフから、特定の条
件で細胞周期の各期の長さを推
定できることに気づくことができ
る。

・自らの細胞分裂でも遺伝情報
の複製と分配が常に行われてい
ることに気づき、関心を持って主
体的に学習に取り組むことがで
きる。

・DNAの抽出実験を通して、DNA
の実態や取扱い方について考え
ることができる。

・ワーク ・リードLightノート生物基礎



学科名 学年

薬業科 ３年

4 第４章　生物の多様性と生態系 第１節　植生と遷移 ○ ○ ◎

5 ○ ◎ ○

中間考査 ◎ ◎

第２節　植生の分布とバイオーム ○ ◎ ○

6 ○ ◎ ○

期末考査 ◎ ◎

7
第３節　生態系と生物の多様性 ◎ ○ ○

8

課題テ ◎ ○

9 第３節　生態系と生物の多様性 ○ ◎ ○

10 第４節　生態系のバランスと保全 ○ ◎ ○

中間考査 ◎ ◎

○ ○ ◎

11 ○ ○ ◎

期末考査 ◎ ◎

12
12 既習内容の復習 既習内容の復習 ◎ ○ ○

1 既習内容の復習 既習内容の復習 ○ ◎ ○

2

学年末考査 ◎ ◎

3

・顕微鏡での生物観察を適切な
方法で実施できる。

・植生の遷移の過程と，遷移が
進行する要因について理解す
る。

・遷移の過程を示した資料をもと
に，遷移の過程で裸地から低木
林に移り変わる要因，植生の樹
種が交代する要因について考察
し，説明できる。
・二次遷移が一次遷移に比べて
速く進行する理由を考え，説明
することができる。

・植生と遷移に関心をもち、主体
的に学習に取り組める。

・世界および日本に見られるさま
ざまなバイオームが，気温と降
水量の違いに起因して成立して
いることを理解する。

・年間降水量や年間平均気温の
資料をと読み取り、どのようなバ
イオームが分布しているのか推
察し、説明することができる。
・世界のバイオームの分布から
水平分布の傾向を見出せる。

・世界のバイオームの特徴につ
いてのレポート課題に主体的に
取り組める。
・世界の植生の分布とバイオー
ムに関心をもち，主体的に学習
に取り組める。

・これまでの生物基礎の学習内
容を復習する。

・観察した生物の特徴について
レポートにまとめて、説明するこ
とができる。

・生物観察に関心をもち、主体
的に学習に取り組める。

・様々な実験資料から得られる
結果をもとに考察し、理論的に
説明することができる。

・これまでの知識を応用し、主体
的に学習に取り組める。

・生態系と生物の多様性に関心
をもち，主体的に学習に取り組
める。

・生態系において種多様性が維
持されるしくみを理解する。
・キーストン種が与える影響につ
いて理解する。

・生態系における個体数の変化
を調べた実験結果に基づき，あ
る生物が種多様性に対して果た
す役割を考察し，説明できる。

・生態系における非生物的環境
と生物との関係性および生物同
士の関係性について説明するこ
とができる。

・生態系のバランスが保たれて
いるとはどのような状態かを理
解する。

・生活排水の流入による生物の
個体数と水質の変化のグラフを
もとに，自然浄化のしくみを考察
し，説明できる。

・生態系のバランスと保全に関
心をもち，主体的に学習に取り
組める。

・生態系の保全のために，どの
ような活動が行われているかを
理解する。

・人間生活が生態系に与える影
響について考察し、説明すること
ができる。

・自分たちの生活と生態系との
関係について関心をもち，主体
的に学習に取り組める。

・在来種と外来種、特定外来種
とはどのような種か理解する。

・外来生物の移入前後の資料を
もとに、外来生物が生態系のバ
ランスに与える影響について、
考察し、説明することができる。

・身近な在来種や外来種に関心
をもち、主体的に学習に取り組
める。

・いろいろな植生とその特徴を理
解する。
・代表的な樹木の特徴を理解す
る。
・陽生植物と陰生植物の特徴を
光合成速度と関連づけて理解す
る。

・環境要因と植生との関係性を
資料をもとに見出し、説明するこ
とができる。

・身近な地域の植生調査に主体
的に取り組める。

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・日本に分布するバイオームに
ついて、それらの特徴を理解す
る。
・日本のバイオームで代表的な
植生について、理解する。

・垂直分布が見られる理由を説
明することができる。
・一般にバイオームの境界の標
高が北斜面と南斜面で違う理由
を説明することができる。

・日本の植生とバイオームに関
心をもち，主体的に学習に取り
組める。

・生態系がどのように構成されて
いるのかを理解する。

・生態系の考え方や生態系の維
持について関心をもち，主体的
に学習に取り組める。

教科 科目 単位数 教科書
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理科 生物基礎 2 生物基礎（数研出版）

　生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象について理解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
（2） 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
（3） 生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

月・考査等 単元名 指導内容
評価規準

評価方法 補助教材 指導上の改善点など
知識･技能　【知］ 思考･判断･表現　【思】 主体的に学習に取り組む態度　【態】

科目の目標

・ワーク ・実験テキスト
・レポート

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・ノート ・リードLightノート生物基礎
・ワーク

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・グループワーク
・ワーク

・ワーク
・グループワーク

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・ワーク

・ノート ・リードLightノート生物基礎
・ワーク

・ワーク
・グループワーク

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・ディベート

・ノート ・リードLightノート生物基礎

・ワーク

・ディベート
・ワーク

・レポート ・実験テキスト

・補助プリント ・補助プリント


